
競争的資金の申請・獲得マニュアル Ⅱ     2006年 12月 14日(木) 
時 間 講 義 項 目 

 

 

 

 

 

 

10：00 

 
12：00 

□［慶應大］外部研究資金獲得のための戦略的支援体制の実態 
～その「攻め」と「守り」のメカニズム～ 

慶應義塾大学   大堀  洋 
１．公的資金を運用する上でのルールと責任 
(1)「研究費」としての概念の変化   (2)機関における「ルール」作成の義務化 
(3)大学としての責任体制       (4)社会的責任 

２．慶應義塾における「研究支援」 
(1)「総合研究推進機構」の中の「研究支援」 
(2)研究支援センター本部と各地区研究支援センター 
(3)研究支援センターと法人部門 
３．研究支援のコンセプト 
(1)「攻め」と「守り」のバランス   (2)「内部統制」充実の必要性 
(3)研究倫理委員会の設置       (4)「研究支援」の研究と研修 

４．研究支援として出来ること 
(1)研究支援の環境設定についてどう考えるか？                   
(2)情報入手の仕組み作り       (3)研究者とのコミュニケーション 
(4)研究支援者としての「責任」と「やるべきこと」          〈質疑応答〉 

 

 

 

 

 

13：00 

 
14：50 

□［日本福祉大］競争的資金獲得と大学経営 
～特色 GP＆現代 GP＆21世紀 COEトリプル採択をどう活かすか～ 

日本福祉大学    福島 一政 
１．日本福祉大学の教育・研究環境 
 (1)本学の位置             (2)建学の精神・教育標語 
 (3)本学の現状             (4)本学の社会的評価 
２．大学を取り巻く環境と改革課題 
 (1)教育の側面(ユニバーサル・アクセス) (2)研究と社会連携の側面(多様な社会連携) 
 (3)生涯学習の側面(本格的生涯学習社会) 
３．改革課題解決のための外部資金獲得 
 (1)課題の共有化、体系化、先進性、実現可能性 
 (2)組織的取り組みと教職協働      (3)リーダーシップとそれを支える体制 
 (4)新たな職員業務の開発（職員の成長） 
４．外部資金獲得の効果 
 (1)教育改革の確実な前進        (2)研究成果の新たな人材育成目標への波及 
 (3)教職員へのエンカレッジ       (4)財政的効果 
５．競争的資金獲得のための留意点と USR               〈質疑応答〉 

 

 

 

 

 

 

15：00 

 
16：40 

□［京都大］教育に係る競争的資金獲得のための申請支援業務の実際 
～公募情報の収集・分析／日程管理／ヒアリング対応～ 

京都大学    小西 康行 
１．はじめに 
 (1)京都大学における申請及び採択状況 
２．申請に当たっての情報収集 
(1)公募の継続、新規の確認      (2)公募時期の確認 
(3)文科省ＨＰ等の活用 
３．日程管理 
(1)応募テーマの学内周知       (2)応募テーマの学内調整 
(3)学内選考 
４．過去の採択内容の分析 
(1)採択分野、内容、理由の把握    (2)自大学の進歩性、新規性 
(3)類似・新規の取組の比較表 
５．ヒアリングの対応 
(1)事前学内ヒアリングの実施     (2)本番ヒアリングに向けた準備 
(3)分かりやすいプレゼンテーション 
６．補助金の運用・管理に対する注意事項               〈質疑応答〉 
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